
土佐中・高等学校百周年記念行事 

 応募要項 

 

①シンガポール研修日程 2020年 8月 26日（水）～30日（日） 

 

    ● 高知龍馬空港 7：10出発   羽田空港  11：30出発 

   シンガポール チャンギ空港 17：35到着 

    ・   ホテル：講話（小松岳志 氏〔70回生、弁護士〕） テーマ「海外で働くということ」 

    ● メインの研修①＝シンガポール短期イノベーション・プロジェクト① 

        （午前）環境問題を議論、問題のカテゴリー化、問題定義、仮説作り〔日本語〕 

            仮説の英意訳、インタビュースキルの紹介、アンケート作り〔英語〕 

        （午後）街頭インタビュー、インタビュー結果のプレゼン〔英語、現地学生と協同〕 

            スペシャリストのプレゼンを聴く〔英語〕 

「建築家からのサスティナブルデザインの世界例」（調整中） 

            ガーデンバイザベイの紹介と現地調査項目の紹介〔日本語〕 

 夜はシンガポール市内観光 リバークルーズ、マリーナベイサンズ前・水上ライトショー鑑賞 

● ガーデンバイザベイ 調査 

  配布チェックリストに沿ってサスティナブルデザインとサスティナブル観光について調査 

    ・ 午後は現地大学生（各班に 1名）とともに班別のシンガポール市内自主研修  

    ● メインの研修②＝シンガポール短期イノベーション・プロジェクト② 

        （午前）ガーデンバイザベイ現地調査の報告、仮設の再検討〔日本語〕 

            問題解決案を作成、解決案のプロトタイプ作り〔英語、現地学生と協同〕 

        （午後）プロトタイプと解決案のプレゼン作り、プレゼン最終発表〔英語、現地学生と協同〕 

      シンガポール チャンギ空港へ 21：50出発 夜便で日本へ（機内泊） 

    羽田空港 5：50到着   羽田空港 7：25発   

・ 高知龍馬空港 8：40到着  解散 

 

 

 

 

 



②この研修の特長 

 メインの研修は、Julie Miyuki Colby氏による『シンガポール短期イノベーション・プロジェクト』。 

 

    上記の経歴をお持ちの高知市出身の Julie Miyuki Colby氏を講師に、「環境問題」というテーマに沿って、

テーマ内容の理解、コアとなる問題点の確認、解決案からプロトタイプ作り・テスティングというプロセス

を PBL（Problem-Based Learning）方式で学習する。土佐高生のためにカスタマイズした、地域の活性と問題解決

を目指す力を育む研修プログラム。 

 （１）アクティブラーニングの１つとして日本の教育でも広がりつつある PBL（問題解決学習）を海外で英語 

   を主なコミュニケーションツールとして行うことにより、将来、海外の大学で学んだり、海外で仕事をし 

ていくうえで、英語の力と合わせてどのような力が必要なのか体感できます。 

 （２）シンガポールの中高生や大学生との交流や、ガーデンバイザベイでのインタビューなども予定しており、 

シンガポールならではの経験と積極的に英語を使いコミュニケーションをとる経験ができます。 

 

 

 

③応募要項 

 

研修期間：2020年 8月 26日（水）～30日（日） 5日間 

   費  用：100,000円（パスポート取得、旅行保険費用は別途） 

   募集人数：20名程度 ＊対象学年は、来年度の高２・高１。 

        定員をオーバーする場合は、レポート・グループ面接等での選考を予定。 

    ★下記の説明会にて、研修の概要を説明した上で、「参加申込書」を渡します。 

説明会には、必ず保護者同伴で参加してください。 

   【説明会】 日時：2月 22日（土）13：30～  場所：筆山ホール（６階） 

      ＊説明会の申し込み用紙は、大職員室の三木先生か高橋先生まで取りに来ること。 

       説明会申し込み締め切りは、2月 18日（火）       


